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～忘れない平和への願い～  長野へ 

 再び戦争への足音が聞こえる今日、こんな時だからこそ、忘れずにいよう「平和への願い」を

大切にと、長野市「松代象山地下壕」と、上田市にある「無言館」へ。５月２９日、爽やかな日和

に恵まれ２３名が参加しました。     ＝参加者の感想をお読みください＝ 

戦没画学生慰霊美術館 「無言館」 

 

・命を燃やさなければならなかった若き画学

生、どんなにか生きたかっただろうに・・。 

 

・ずっと無言館に来たいと思っていた。やっと

来られて良かった。画学生の絵を見て青年た

ちの苦しみや悔しさに涙した。 

 

・初めて訪れた。涙なしには見られなかった。

まだ、８０年しか経っていないのに、戦前と

同じような空気になっている。 

 

 

松代象山地下壕（松代大本営地下壕） 

 スタンディング  ７月９日（火） 市役所前 ７月１９日（日） とちぎコープ前  １６時より約３０分間 

 ２０２６原水爆禁止国民平和大行進 ７月１５日（水）１７：３０～ 平和行進 市民交流センターから出発 

 

 

・松代象山地下壕のこと初めて知った。この建設で、

朝鮮人や地元の人たちが多数動員され、多くの命が

奪われた。知ることの大切さを感じた。 

 

・１９４４年１１月から１９４５年８月１５日の終戦

の日まで約９か月間、国体を守るため、戦争に勝つ

ためと掘られ建設された象山地下壕。今また、戦争

の反省もしないまま戦争への道に進もうとしてい

る。 

 

・今また、戦前の治安維持法のようなスパイ防止法

が、国会で審議されている。高市政権に危機感を感

じる。 

 

・あらためて、「９条」のありがたみを感じる。 
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戦争の時代を生きた「証」 

～平和を願って歩み続けて～ 
 増田千代子（宮城県名取市在住）記 

 

憲
法
記
念
日
を
機
に
、
憲
法
九
条
の

意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
。
こ
の
公

布
は
極
め
て
重
要
な
出
来
事
で
あ
り
、

全
文
を
読
む
と
、
日
本
国
が
戦
争
を
放

棄
し
、
い
か
な
る
戦
争
に
も
関
与
し
な

い
平
和
国
家
を
目
指
す
と
い
う
根
本
理

念
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
は
全
国
民
が

希
求
し
て
い
た
最
も
大
切
な
条
文
で
あ

ろ
う
。
終
戦
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
壊
さ

れ
た
日
本
列
島
。
地
図
で
見
て
も
判
る

よ
う
な
小
さ
な
国
が
今
ま
で
１５
年
も
戦

争
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
、
い
か

に
馬
鹿
げ
た
軍
国
主
義
で
あ
る
こ
と

か
、
敗
戦
に
よ
っ
て
暴
か
れ
た
と
言
え

よ
う
。 

軍
人
に
な
る
こ
と
が
男
子
の
本
懐
で

あ
る
か
の
よ
う
に
教
育
さ
れ
、
陸
軍
士

官
学
校
、
海
軍
兵
学
校
な
ど
な
ど
、
軍

人
を
育
て
る
こ
と
に
熱
中
し
て
き
た
日

本
政
府
の
方
針
が
覆
さ
れ
た
と
い
え

る
。
私
の
従
兄
も
、
海
軍
兵
学
校
に
飛

び
級
で
入
学
し
、
親
た
ち
の
自
慢
の
種

だ
っ
た
が
、
一
市
民
と
な
り
復
員
し
て

き
た
。
多
く
の
人
々
が
平
和
な
市
民
生 

活
へ
と
戻
っ
た
。
私
も
、
満
州
事
変
か

ら
１５
年
続
い
た
戦
争
の
終
結
を
、
玉
音 

 

  

 

「憲
法
九
条
は
、
全
国
民
を
守
っ
て
い
る
」 

こ
と
を
再
認
識
し
て 

放
送
で
知
っ
た
。
当
時
の
混
乱
の

中
、
担
任
教
師
か
ら
の
「
太
平
洋
戦

争
は
日
本
が
負
け
て
終
了
し
た
」
と

い
う
言
葉
が
、
今
後
の
学
校
生
活
へ

の
影
響
を
告
げ
た
。 

澤
地
久
枝
さ
ん
は
、
当
時
か
ら
戦

争
放
棄
を
願
っ
て
お
り
、
後
に
「
憲

法
九
条
の
会
」
の
立
ち
上
げ
に
も
尽

力
し
た
本
当
に
頼
も
し
く
素
晴
ら
し

い
先
輩
で
あ
る
。
後
に
続
く
人
々
に

「
し
っ
か
り
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
強
く
願
っ
て
い
る
。 

近
年
、
憲
法
九
条
に
「
自
衛
隊
」

を
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
一
国
の
首
相
の
考
え

で
実
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
重
大
な

問
題
で
あ
る
。
も
う
一
度
し
っ
か
り

把
握
し
よ
う
。
「
九
条
は
、
全
国
民

を
守
っ
て
い
る
」
こ
と
を
再
認
識
し

て
守
り
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

孫
、
曾
孫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
、
し
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

か
り
手
渡 

し
て
、
日 

本
の
「
九

条
」
は
、 

 
 
 
 
    

 
 
 
 

 
 

      

か
り 

＝
前
月
号
か
ら
の
続
き
（
最
終
号
）
＝ 

全
世
界
を
守
り
、
平
和
を
持
続
す
る

「
九
条
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め

全
世
界
の
平
和
を
守
っ
て
い
く
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
大
国
小
国

関
わ
ら
ず
、
人
々
が
平
和
を
守
り
、

幸
せ
な
日
々
を
送
る
基
本
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
。
元
気
に
な
っ
た
ら
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
語
り
部
活
動
」
を

再
開
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
に

戦
争
の
愚
か
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

１３
歳
か
ら
幾
た
び
の
社
会
事
象
を

見
て
、
生
き
て
、
多
く
の
経
験
を
経

て
、
今
の
私
が
あ
る
。
９３
歳
の
１０

月
３０
日
に
自
宅
で
倒
れ
意
識
を
失

い
、
救
急
車
で
運
ば
れ
、
辛
く
も
一

命
を
取
り
と
め
た
。
家
族
、
看
護
の

皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
守
ら
れ
て
暮

ら
し
て
い
ら
れ
る
ま
で
回
復
し
て
、

病
院
で
９４
歳
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
何

よ
り
だ
っ
た
と
、
感
謝
の
念
で
生
き

て
い
る
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会

（
原
稿
依
頼
）
を
い
た
だ
き
、
有
難

い
こ
と
で
あ
る
。 

願
わ
く
は
「
九
条
」
も
守
ら
れ
、

今
後
の
生
活
が
平
和
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

（
終
わ
り
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寄稿に寄せて 

 今回、娘さんである小林淳子さん（栃木市在住）を通し、増田千代子様より貴重な原稿をお寄せいただき

感謝に堪えません。「『憲法九条』は、全国民が希求していた最も大切な条文である」と、戦争の時代を生き

てこられたからこそ、説得力のあるメッセージだと心に響きました。この平和憲法「九条」を、子や孫や次

の世代につないでいくことは、今を生きる私たちに課せられていると強く感じました。  （大森八重子） 

 

メッセージは 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1504085686/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdC9pbGx1c3QxNTMyLnBuZw--/RS=%5eADB_DVMjSYHN7_NgAGbvimwUTpCeeA-;_ylt=A2RCK_w2NaVZJBQAkCGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy

